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令和２年度 

１級土木施工管理技術検定 

実地試験  解答試案 

 

【問題 1】 

    施工体験記述(品質管理)につき省略します。 

【問題 2】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

  混合 勾配 仮置き 透水性 沈下 

【問題 ３】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

フライアッシュ ひび割れ 高炉スラグ スランプ AE減水剤 

【問題 ４】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

   2.5 単位水量 沈下    50 湿潤 

【問題 5】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

   脱落  中震 変形 手すり 40 

【問題 6】 

（イ） （ロ） （ハ） （ニ） （ホ） 

  工程 安全 公衆(第三者) 業務分担 環境保全 
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【問題 7】 

  (1) 

 

 

 

 

 

  (2) 

 

 

 

 

 

【問題 8】 

  (1) 

 

 

 

 

 

  (2) 

 

 

 

 

切土法面排水の目的 

①雨水等の切土部への浸透防止 

②雨水等による法面侵食、崩壊の防止 

③工事区域への雨水侵入防止                 ・・・・・・・・・・等 

切土法面施工時における排水処理の留意点 

①法面上部に3％程度の勾配をとり、滑らかに整形し表面排水を促す 

②法肩、小段に仮排水路を設け、縦排水で法尻まで排水を促す 

③水平排水孔を設け、法面内の湧水を排出する             ・・・・・・等 

初期段階に発生する沈みひび割れ 

〔原因〕締固め不足 

〔対策〕沈み変位が落ち着いた時点で、再振動を行う 

                              ・・・・・・・・・・等 

マスコンクリートの温度ひび割れ 

〔原因〕コンクリート内部と表面付近の温度差が大きい 

〔対策〕パイプクーリングを行い養生時の内部温度の低下を図る 

                               ・・・・・・・・・・等 
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【問題 9】 

規定方式名   締固め管理の方法 

①工法規定方式 ・試験施工を行い、締固め機械の種類・敷き均し厚さ・締固め回数を

規定して管理する 

・トータルステーションや GNSS を用いて、盛土地盤の転圧回数と走

行軌跡を管理する 

②品質規定方式 ・乾燥密度、空気間隙率、飽和度、強度特性・変形特性等を用いて管

理する 

・施工部位・材料に応じ、管理項目・基準値等を適切に設定し、日常

管理する 

【問題 10】 

   《機械掘削》 

   ①掘削面の高さが2m以上となる地山の掘削作業を行う場合は、技能講習を修了した者の中から 

    地山の掘削作業主任者を選任する 

   ②埋設物が予想される場合は、試掘を行い、埋設物の種類、位置等の確認を行う 

   ③安全な勾配の確保、支保工の設置、地山の崩壊・土石の落下による危険防止措置を講ずる 

   《積み込み作業》 

   ④バケット等をトラック運転席の上を通過させない 

   ⑤バケット等の積み込み作業範囲内への作業員の立ち入りを禁止する      ・・・・・・等 

 

【問題 11】 

   ①低騒音・低振動型の建設機械を使用する 

   ②遮音壁、遮音シート等を設置する 

   ③土工板、バケットなど衝撃的な操作は避ける 

   ④原動機などは遮音壁で囲むか、民家とうから遠ざけて設置する 

   ⑤機械の点検・整備の状態をよくする（履帯の張り具合の調整を行う） 

   ⑥不必要な空ふかし、高い負荷をかけた運転は避ける            ・・・・・・等 

 


